
災害対策の「型」と「理論」の研究会
「人や組織がどのように思考し、どう行動するのか」の根本原理を考えよう！

RC-95

沼田宗純
連絡先
　沼田宗純
　Tel ：03-5452-6445
　e-mail：numa@iis.u-tokyo.ac.jp
　URL：http://tdmtc.tokyo/

代表幹事
　沼田　宗純（東京大学 生産技術研究所 准教授）
　伊藤　哲朗（東京大学 生産技術研究所 客員教授）
　目黒　公郎（東京大学 生産技術研究所 教授）

主旨

　災害対策は、「人や組織がどのように思考し、どう行動するのか」の根
本原理を解明する学問である。これを追求するためには、現象や現実追
認だけではなく、説得性・汎用性・不変性を持った「型」や「理論」による言
語化が必要となる。
　これにより、複雑で不確実で、正解がない災害対策に対して、納得しな
がら意思決定する思考が可能となる（説得性：納得がなければ人は動か
ない。）。また、災害の度に同じ課題を繰り返さないための規範となる理論
を構築する必要がある（汎用性：災害現象を多面的に理解できる。）。そし
て、誰かの経験知に依存せず、恣意性を排除して、災害対策の本質を記
述できる（不変性：物ごとの本質を理解できる）。
　そこで本研究会では、現時点での災害対策の「型」と「理論」を整理す
るとともに、新たな型や理論を研究する。これにより、様々な災害現象の
本質を捉え、効率的に広く、深く思考できるようになることで、腹落ちした
災害対策を推進するための仕組みや教育プログラムを構築する。
　なお、ここでいう「型」とは、体系化を思考の軸としてWhatを重視す
る。すなわち、規範となる方式や評価手法、フレームワーク、災害対応にお
いて共通して必要な実践的対応の在り方、標準化等を意味している。
一方、「理論」とは、原因や理由を思考の軸としてHow、When、Whyを重
視する。すなわち、対象を要素に分解して、分析し、事物の因果関係を解
明することを意味している。
　本研究会では、８分類・47種類の災害対策業務を基本型として、民間
企業、行政、地域組織などの担い手別に８分類・47種類の災害対策業務
の違いを比較し、各分野や業務に関して、どのような科学的視点があるの
かを分析する。
　本研究会の参加者は、災害対策の体系を理解し、各要素の科学的な背
景を踏まえることで、効果的な災害対策の推進、トレーニングプログラム
の構築、防災ビジネスの展開を目指す。

参　加　費：賛助員の場合　：10万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）
　　　　　　 非賛助員の場合：20万円
　　　　　　 上記の参加費で３人/１社まで参加可。
定　　　 員：参加社数制限なし
運 営 方 法：研究会は、年に７回程度で、外部有識者などを招いた講義、ワークショップの実施など。
　　　　　　 学外の施設の見学なども計画する。
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